
O7―
―
ま
ず
、
豊
橋
市
民
病
院
の
現
況
か
ら
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
、
１
９
９
６
年
に
こ
の
地
に
移
転
し
て

か
ら
20
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
２
０
１
６
年

に
は
念
願
で
あ
っ
た
高
度
放
射
線
棟
が
完
成
し
、

病
院
機
能
が
一
層
向
上
し
た
こ
と
が
直
近
の
大

き
な
ト
ピ
ッ
ク
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

同
棟
に
あ
る
放
射
線
治
療
部
門
で
は
、
放
射

線
治
療
装
置
を
強
度
変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ
）
が
可
能
な
新
型
装
置
２
台
を
設
置
し
た

他
、
検
査
部
門
に
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
と
ガ
ン
マ
カ

メ
ラ
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
よ
り
少
な
い
負
担
と

高
い
治
療
効
果
で
が
ん
治
療
に
あ
た
る
こ
と
が

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
が
ん
の
検
査
精
度
を
向

上
さ
せ
ま
し
た
。
当
院
の
が
ん
診
療
が
さ
ら
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
地
域
医
療
へ
の
貢
献
度
が
よ
り

一
層
高
ま
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、同
棟
２
階
に
は
、院
内
の
要
望
が
強
か
っ

た
、
研
修
や
人
財
育
成
の
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
研
修
セ
ン
タ
ー
（
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ
）
を
併

設
し
ま
し
た
。
大
学
病
院
以
外
で
の
一
般
病
院
に

お
け
る
同
様
の
施
設
の
設
置
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

全
国
に
先
駆
け
た
施
設
と
言
え
ま
す
。
高
機
能

な
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
実
際
の
手
術
室
等

と
同
等
の
環
境
を
再
現
す
る
こ
と
で
、
現
在
、

看
護
師
の
点
滴
の
挿
入
や
、
医
師
の
縫
合
ト
レ
ー

も
膨
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
急
性
期
や
高

度
な
医
療
を
推
進
す
る
医
療
機
関
で
は
、
こ
れ

ら
の
診
療
情
報
の
収
集
・
管
理
を
容
易
に
す
る

医
療
Ｉ
Ｔ
は
、
現
代
の
医
療
に
お
い
て
無
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
は
自
明
で
す
。

そ
れ
故
、
今
般
、
当
院
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
に
更
新
し
ま
し
た
。

　

当
院
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
従
前
よ
り

情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
収
集
が
容
易
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、
臨
床

や
研
究
、
病
院
経
営
に
役
立
て
る
よ
う
に
活
用

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
医

療
従
事
者
が
、
診
療
の
傍
ら
、
先
進
的
な
Ｉ
Ｔ

技
術
を
駆
使
し
て
膨
大
な
診
療
情
報
を
収
集
、

分
析
す
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、医
療
Ｉ
Ｔ
を
管
理
、

運
用
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
部
署
と
し
て
、

当
院
で
は
Ｉ
Ｔ
化
黎
明
期
よ
り
医
療
情
報
課
を

設
置
し
て
、
そ
の
任
に
当
て
て
き
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
医
療
情
報
課
は
極
め
て
重
要
な
情
報

ニ
ン
グ
、
救
命
措
置
等
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
こ
の
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ
は
、
当
院
の
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
ら
ず
地
域
の
医
療
職
の
方
々
に
開
放
し
、

活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
医
療

水
準
の
向
上
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
に
、
豊
橋
市
民
病
院
地
域
医
療

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（A

otake-net

）

を
構
築
し
た
こ
と
も
ト
ピ
ッ
ク
の
１
つ
に
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
患
者
の
診
療
情
報
を
紹
介
元
・
紹
介

先
の
医
療
機
関
と
共
有
で
き
る
体
制
を
整
備
し

て
、地
域
医
療
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
現
在
、

紹
介
率
は
80
％
弱
、
逆
紹
介
率
も
75
％
を
上
回
っ

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
て
、
な
ん
と

か
80
％
台
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
１
９
年
春
に
は
手
術
セ
ン
タ
ー
棟
を

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
、
総
合
周
産
期
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
緊
急
手
術
に
対
応
す
る
た
め
、
常
時
手
術
室

を
１
室
空
け
て
お
く
必
要
も
あ
り
、
手
術
室
不

足
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、ロ
ボ
ッ

ト
手
術
専
用
室
、
内
視
鏡
下
手
術
専
用
室
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
３
室
を
増
設
し
、
従
来

の
12
室
か
ら
15
室
と
し
て
、
年
々
増
加
傾
向
か

つ
複
雑
で
高
度
化
し
た
手
術
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
特
に
、
内
視
鏡
下
手
術
室
と

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
室
の
稼
働
率
は
高
く
、
手
術
件

数
も
順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
１
８
年
に
電
子
カ
ル
テ
を
更
新
す
る

と
と
も
に
組
織
を
改
編
し
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
は
、
そ
の
進
化
に
伴
っ
て
高
度
化
、
複

雑
化
し
て
き
て
お
り
、
診
療
に
必
要
な
情
報
量

や
分
析
結
果
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
19
年
４
月
に
は
、
同
課
と
事
務
局
、

医
事
課
の
精
鋭
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
て
経
営
企
画

室
を
開
設
し
ま
し
た
。
同
室
に
は
、
病
院
内
の

情
報
だ
け
で
な
く
、
東
三
河
医
療
圏
全
体
の
情

報
を
収
集
、
分
析
し
て
も
ら
い
、
例
え
ば
東
三

河
医
療
圏
か
ら
他
の
医
療
圏
の
病
院
に
流
出
し

て
い
る
患
者
の
動
向
を
把
握
す
る
な
ど
、
よ
り
一

層
、
当
院
の
病
院
経
営
戦
略
に
貢
献
す
る
取
り

組
み
を
担
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

―
―
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

東
三
河
医
療
圏
に
お
い
て
当
院
の
担
う
べ
き

役
割
は
、
高
度
急
性
期
お
よ
び
急
性
期
機
能
で

す
。
当
院
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
実
力
、
す

な
わ
ち
救
急
医
療
、
高
度
医
療
、
周
産
期
医
療
、

が
ん
医
療
、
災
害
医
療
を
継
続
し
発
展
さ
せ
る

こ
と
で
、
今
後
も
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

使い易く、役に立ち、そして安全に─
高機能HISとシステム関連部署の連携が
病院が求める困難なニーズに応える
東三河医療圏で唯一の救命救急センターや地域周産期母子医療センターを有することで広く知られる豊橋市民病院。
近年では高度放射線棟、手術センター棟など、積極的なインフラ整備に取り組み、そのポテンシャルを上げているが、
大幅に機能を向上させ、2018年に更新を果たした新しい病院情報システムも、確実にそのひとつであるといえよう。
同システムは、DWHによる診療データの活用範囲拡大、地域医療連携促進など、まさにHISの最前衛の機能を持つ。
加藤院長らシステム更新時のキーパーソンの方々に、更新経緯と目指したシステム像、そして有用性について聞いた。

1980 年名古屋大学医学部卒。癌研究会附属病院（現：公益財団法人
がん研究会有明病院）、名古屋大学医学部第一外科を経て1989 年より
豊橋市民病院勤務。1995 年同院一般外科第二部長、2002 年同院一
般外科第一部長、2009 年同院副院長。2016 年より現職。

加藤岳人（かとう・たけひと）氏

豊橋市民病院は、1888（明治 21）年に豊橋慈善
病院として創設され，1951（昭和 26）年に現在の
病院名に改称、1996 年 5月に現在の地に移転。
地上 9階建ての病院には、1日700 名を超える入
院患者と1900名以上の外来患者が来院。来院
患者の7割以上が豊橋市民だが、周辺の豊川市
や田原市、また県外からも患者が来院するという。

豊橋市民病院
2 O1 9     

愛知県

豊
橋
市
民
病
院

院
長加

藤
岳
人
氏
に
聞
く

高
度
放
射
線
棟
、手
術
セ
ン
タ
ー
棟
完
成
で
病
院
機
能
が
向
上

新
た
に
経
営
企
画
室
を
設
け
て
、病
院
経
営
の
改
革
を
進
め
る
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豊
橋
市
民
病
院
は
、
２
０
１
０
年
よ
り
電
子
カ

ル
テ
を
中
心
と
し
た
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
稼
働

さ
せ
て
き
た
が
、
シ
ス
テ
ム
の
機
能
向
上
の
要
請

等
も
あ
り
、
２
０
１
８
年
に
第
２
期
病
院
総
合
情

報
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
第
２
期
シ
ス
テ
ム
）
へ
の

更
新
を
果
た
し
た
。

　

同
院
で
は
、
第
１
期
シ
ス
テ
ム
構
築
の
際
と
同

様
に
、ま
ず
「
次
期
シ
ス
テ
ム
導
入
の
基
本
姿
勢
」

と
し
て
、
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
、
デ
ー

タ
が
効
率
よ
く
２
次
利
用
で
き
る
こ
と
、
診
療
支

援
を
行
え
る
こ
と
、
経
営
管
理
を
行
え
る
こ
と
な

ど
の
７
箇
条
を
打
ち
出
し
、
さ
ら
に
前
回
と
同
じ

く
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
は
原
則
行
わ
ず
、シ
ス
テ
ム
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
導
入
に
よ
っ
て
新
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

果
た
す
こ
と
と
し
た
。
第
２
期
シ
ス
テ
ム
構
築
の

狙
い
と
経
緯
に
つ
い
て
、
医
療
情
報
課
の
原
瀬
正

敏
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
今
回
の
更
新
で
は
、
さ
ら
に
次
の
シ
ス
テ
ム
更

ム
ズ
だ
け
で
し
た
。
私
た
ち
が
シ
ス
テ
ム
で
実
現

し
た
い
こ
と
が
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
レ
ベ
ル
で
可
能
な

シ
ス
テ
ム
は
『H

A
PPY

 A
CT

IS

』
だ
け
だ
っ
た

と
言
え
ま
す
」

　

ま
た
、
同
院
で
は
、
前
回
の
シ
ス
テ
ム
更
新
で

導
入
を
見
送
っ
た
歯
科
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
実
施
。
同
じ
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス

テ
ム
ズ
製
の 「HA

PPY
 A

CTIS-ERD

」 

を
採
用

し
、
医
科
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
と
デ
ー
タ
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
科
歯
科
を
連
携
さ
せ
た
患

者
管
理
を
実
現
し
て
い
る
。

「
幸
い
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
が
歯
科

用
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム 

『H
A

PPY
 A

CT
IS-

新
を
見
据
え
、
事
前
に
医
療
Ｉ
Ｔ
に

通
じ
た
医
療
情
報
技
師
や
診
療
情
報

管
理
士
を
多
数
採
用
し
、
彼
ら
が
中

心
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
更
新
事
業
を

進
め
ま
し
た
。私
自
身
は
彼
ら
の
フ
ォ

ロ
ー
に
徹
し
ま
し
た
。
ま
た
、
更
新

の
際
に
は
Ｉ
Ｔ
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
招
聘
し
、
業
務
手
順
書
の
見

直
し
、
電
子
カ
ル
テ
の
問
題
点
等
の

指
摘
、
シ
ス
テ
ム
に
求
め
る
要
件
の
と
り
ま
と

め
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
滞
り

な
く
更
新
業
務
を
実
施
で
き
ま
し
た
。

　

医
療
情
報
技
師
や
診
療
情
報
管
理
士
が
シ
ス
テ

ム
構
築
に
携
わ
る
こ
と
で
、
ど
の
シ
ス
テ
ム
に
ど

の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
稼
働
後
の
デ
ー
タ
活
用
時
に
は
容

易
に
探
し
だ
せ
る
な
ど
、
こ
の
経
験
は
非
常
に
大

き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、シ
ス
テ

ム
に
対
す
る
要
望
が
約
６
０
０
０
件
も
あ
り
、
内

容
を
精
査
し
て
２
０
０
～
３
０
０
件
に
絞
り
込
ん

で
、
ど
こ
ま
で
改
良
可
能
か
を
ベ
ン
ダ
と
話
し
合

い
な
が
ら
、
第
１
期
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
機

能
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
更
新
が
で
き
た
次
第
で
す
」

　

第
２
期
病
院
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
は
２
０
１
８

年
１
月
か
ら
稼
働
を
開
始
し
た
。
基
幹
系
シ
ス
テ

ム
の
中
核
と
な
る
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
、
前

シ
ス
テ
ム
と
同
じ
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ

ム
ズ
製
の
「HA

PPY
 A

CTIS

」
に
更
新
さ
れ
た
。

ERD

』
を
製
品
化
し
て
お
り
、
医
科
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
と
の
高
い
親
和
性
と
、
当
院
の
歯
科
医

が
出
身
大
学
病
院
で
同
シ
ス
テ
ム
に
慣
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
採
用
に
至
り
ま
し
た
」（
原
瀬
氏
）

　

な
お
、
第
２
期
シ
ス
テ
ム
で
は
、「H

A
PPY

 
A

CTIS

」
の
標
準
機
能
を
生
か
し
、
同
院
の
要
望

を
取
り
入
れ
た
多
彩
な
診
療
支
援
機
能
を
搭
載

し
て
い
る
が
、以
下
に
主
要
な
機
能
を
紹
介
す
る
。

　

第
２
期
シ
ス
テ
ム
で
は
、
端
末
起
動
時
に
電
子

カ
ル
テ
を
は
じ
め
、
各
部
門
シ
ス
テ
ム
も
同
時
に

起
動
可
能
な
シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン
に
よ
る
ポ
ー

タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
採
用
。
ま
た
、
端
末
及
び
ユ
ー

ザ
職
種
ご
と
に
表
示
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
変
更
で

き
、
掲
示
板
機
能
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
保
存
す
る

文
書
管
理
、
患
者
に
紐
づ
か
な
い
メ
ー
ル
機
能
等

も
実
装
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、院
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
で
き
る
。

「
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
は
、
加
藤
院
長
先
生
の
指

示
で
病
院
の
経
営
状
況
が
分
か
る
タ
グ
が
つ
け
ら

れ
て
お
り
、
電
子
カ
ル
テ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

ス
タ
ッ
フ
な
ら
誰
で
も
全
病
棟
の
稼
働
率
と
い
っ

た
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。
我
々
は
、
病
院
の
ス

タ
ッ
フ
１
人
ひ
と
り
に
経
営
を
意
識
さ
れ
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
識
づ

け
か
ら
ス
タ
ッ
フ
間
で
も
切
磋
琢
磨
す
る
よ
う
に

な
り
、
実
際
に
第
２
期
シ
ス
テ
ム
稼
働
後
、
約
１

年
で
平
均
在
院
日
数
が
約
１
日
短
縮
と
い
う
成
果

を
挙
げ
て
い
ま
す
」
と
原
瀬
氏
は
話
す
。

　

従
前
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
検
査
や
注
射
等
、
医

師
か
ら
の
指
示
に
関
す
る
オ
ー
ダ
画
面
が
バ
ラ
バ

ラ
で
不
便
と
い
う
意
見
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

た
。
そ
こ
で
、
第
２
期
シ
ス
テ
ム
で
は
こ
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
「HA

PPY
 A

CTIS

」
に
実

装
さ
れ
た
指
示
簿
機
能
を
活
用
。
こ
れ
ま
で
各
種

オ
ー
ダ
ご
と
に
“
必
要
時
指
示
”
と
し
て
登
録
し

て
い
た
指
示
を
、
旧
来
の
指
示
簿
（
指
示
書
）
を

書
く
よ
う
な
形
に
改
め
た
。

　

指
示
に
関
す
る
各
種
オ
ー
ダ
は
指
示
簿
画
面
で

一
覧
表
示
さ
れ
、
看
護
師
ら
指
示
を
受
け
る
ス

タ
ッ
フ
は
、
指
示
内
容
を
簡
単
に
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
上
に
、
指
示
簿
画
面
か
ら
１
ク
リ
ッ
ク

で
実
施
入
力
等
が
で
き
る
点
が
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら

豊
橋
市
民
病
院
　
事
務
局 

医
療
情
報
課
課
長
補
佐

兼 

経
営
企
画
室
室
長
補
佐

原
瀬
正
敏
氏
に
聞
く

病
院
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
第
２
期
病
院
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築

次
世
代
を
見
据
え
、医
療
Ｉ
Ｔ
部
門
を
整
備
し
て
病
院
経
営
に
貢
献

1995 年名古屋大医療技術短大部診療放
射線技術科卒。1996 年から2006 年まで豊
橋市民病院放射線技術室、2007 年より同
院医療情報課、現在に至る。

原瀬正敏（はらせ・まさとし）氏

豊橋市民病院システム一覧

豊橋市民病院 第 2 期病院総合情報システムシステム構成図。電子カルテ、医事会計システム等の基幹系システム
と、30 に上る部門系システム、バックアップや DWHなどのデータ分析を行う情報系システムに分かれている。

多
彩
な
機
能
を
装
備
、
高
レ
ス
ポ
ン
ス
を
維
持

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「H

A
P

P
Y

 A
C

T
IS

」

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
る
Ｓ
Ｓ
Ｏ
対
応
を
実
現

第
２
期
シ
ス
テ
ム
の
診
療
支
援
機
能
①

指
示
簿
機
能
等
、
病
棟
で
の
支
援
機
能
が
充
実

第
２
期
シ
ス
テ
ム
の
診
療
支
援
機
能
②

「H
A

PPY
 A

CT
IS

」
は
、

同
社
の
大
・
中
規
模
病
院

向
け
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
エ
ン

ジ
ン
に
は
多
数
の
医
療
機

関
で
実
績
の
あ
る
「Caché

（
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
）」

を
採
用
し
て
お
り
、
長
年

の
使
用
で
も
不
変
の
レ
ス

ポ
ン
ス
性
を
発
揮
す
る
。

引
き
続
き
キ
ヤ
ノ
ン
メ

デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
製

の
電
子
カ
ル
テ
を
採
用
し

た
経
緯
に
つ
い
て
、
原
瀬

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
実
績
の
あ
る
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
の
ベ
ン
ダ
に
公

募
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

院
内
で
と
り
ま
と
め
た
仕

様
書
に
対
し
て
手
を
挙
げ

て
く
れ
た
ベ
ン
ダ
が
キ
ヤ

ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ

第２期病院総合情報システムの新機能

【指示書オーダ機能】
従来、各種オーダごとに「必要時指示」として登録していた
指示を、旧来の指示簿（指示書）を書くような機能を実装（図
左）。登録した指示書オーダは、指示簿画面にて確認でき、
同画面から実施入力、カルテ歴参照が可能である（図右）。

【DPC情報の表示機能】
「経過表」や「入院患者一覧」で DPC 入院期間を表示。
DPC 入院期間が確認できることで、入院期間に対する
意識向上が図れ、効率のよい診療計画につながり、病
院経営の貢献が見込まれる。

（    ）11 新　医　療　2019年7月号 （    ）10新　医　療　2019年7月号



　　 　　

豊橋市民病院

所 在 地：愛知県豊橋市青竹町
　　　　　字八間西50
院　　長：加藤岳人
病 床 数：800床（一般780床、
　　　　　結核10床、感染症10床）
診療科目：40診療科

1996年に現在の地に移転した豊橋
市民病院は、東三河医療圏の基幹
病院として、救急医療、高度医療、
周産期医療、がん医療、災害医療を
担っている。現在、医師220名、看
護師約880名、薬剤師50名、臨床
検査技師56名、放射線技師 44 名
など、総勢約1500余名の職員が同
院に勤務しており、年間延べ約 26
万人の入院患者、同46万人の外来
患者が来院している。

外来で電子カルテを用いて診療を行う杉浦副
院長（写真右）。自ら診療情報管理士の資格
を取得、電子カルテ内の診療データを精査して、
2次利用しやすいデータ構成を実現している。

―看護局の概要からお聞かせく
ださい。
　看護局には、現在 879 名の看
護師が勤務しています。看護局の
特長としては、看護業務のレベル
の高さはもちろんですが、産休・
育休・介護休暇等が取得しやす
い環境を整備するなど、福利厚
生が充実しており、離職率が低い
点が挙げられます。そのためか、
スタッフのモチベーションも高く、
当看護局の誇らしい点であると自
負しています。

―２０１８年の病院情報システム
更新の経緯をお聞かせください。
　今回の更新では、地域連携の
強化や、目的に応じたカルテ情報
の共有化、データの 2 次利用など、
地域医療や病院経営への貢献、
医療の質のさらなる向上を目的にし
てシステム構築を行いました。その
際、病院スタッフとITベンダの他
に、IT 専門コンサルタントにも参
加してもらっていることは、特徴的
と言えるでしょう。IT 専門職による
コンサルティングの優れた点は、

　新システムの高く評価できる機
能としては、看護必要度を表示す
るシステムが改良され、また、指
示書オーダ機能を実装したことで
すね。これまで各種オーダごとに

“必要時指示”として登録してい
た指示を、旧来の指示簿のように
まとめて入力・表示する形になっ
たことによって、医師から看護師
への指示と指示変更が分かり易
くなり、指示漏れが激減しました。
　また、測定機器をかざすことに
より、体温計、血圧計、パルスオ
キシメータ等のバイタルデータを
看護実施画面へ自動入力できる
ようになり、業務の簡便化だけで
なく、転記ミスを防ぐと言う医療
安全面でも大きく寄与しています。
　さらに、病棟での日誌について
も、入退院時やオペに関する情
報等、各部門システムからの情報
が自動的に転記されることから、
入力の手間が大幅に省力化し、

れます。また、１つの診療科で共
有している患者さんの診療情報に
他の診療科も含め複数の医師の
入力が反映されるようシステムを改
良しましたが、その臨床的効果は
たいへん大きかったですね。
　また、外来など、限られた時間
で診療を実施するための操作性
も、格段に向上していることは高く
評価できます。ベンダ側には、病
院と一緒に機能を向上させようとい
う意識が感じられましたね。
　運用についてですが、診療録管
理室を立ち上げ、カルテ記載の有
無や内容のチェックを行い、問題
ある記録は直ちに修正するなどし
て、精度の高い診療データを残す
よう心掛けています。私自身も診
療情報管理士の資格を取得し、カ
ルテ記載のルールを勉強しました。
高度な医療を実践するには、診療
情報の精度を高める必要がありま
す。電子カルテ上の記録は、紙カ

―2018 年に更新した新しい病
院情報システムについてお聞かせ
ください。
　システム更新に際しては、その
中心的役割を果たした医療情報
課にも看護師を送りましたが、看
護局でも委員会を立ち上げ、新シ
ステムに対する要望を伝えるだけ
でなく、ベンダや医療情報課の
提案について積極的に話し合った
こともあって、さしたる苦労もなく、
私たちも納得できるシステムを構
築できたと感じています。

第三者的な立場からスケジュール
や工程の管理を実施してくれた点
です。特に、更新業務が遅れてい
る際の督促など、嫌われ役を引き
受けてもらったことで、時間の無駄
なく効率的かつスムーズなシステム
更新を実現できたと感じています。
―新しい病院情報システムの評
価ならびに運用上の工夫等につい
てお聞かせください。
　今回の電子カルテでは、各部門
システムで入力された情報でも、電
子カルテに情報が自動的に転記さ

業務の効率化だけでなく、患者
管理の観点からも大変助かってい
ますね。
　インターフェースも、ウィンドウ
や画面構成が見易くなっているの
もいいですね。さらに、何度もマ
ウスをクリックせずとも必要な情
報や画面を素早く展開することが
でき、端末操作によるタイムラグ
も減っています。
―看護局の今後について、お
聞かせください。
　地域住民の信頼を得るために
は、治療がいくら良くても看護が
ダメでは患者さんからの信頼は失
われ、来院されなくなってしまいま
す。病院情報システムの更新によ
り、看護師が本来の業務に専念
できる環境が整備されましたの
で、今後は看護師一人ひとりのス
キルアップ、部署全体のレベルアッ
プに向けた看護業務の質的向上
を図っていきたいですね。

ルテ時代と比べて格段に増えてい
ると自負しています。
―診療データの2次活用を積極
的に進めていると伺っています。
　前回のシステム更新時からDWH
を導入して、診療実績や研究用デー
タの抽出・分析を行っています。私
個人の考えでは、病院の診療録は、
病院の固有財産・知的財産であっ
て、医師の私物ではありません。
当院では、DWH や DBソフトを
HIS 端末に装備して、データを外
部に出力しなくても 2 次利用が可
能なIT 環境を構築しました。
　DWH の運用に関しては、医療
IT に精通した医療情報課の存在
は有り難いですね。当院では、医
療 IT で得られた情報を積極的に
活用すべく、IT に関する人材の充
実化に努めています。今後は経営
企画室での各種データの運用もス
タートするので、その成果に期待し
ています。

800人以上の看護師を統括する
看護局 局長の間瀬 有奈氏に、
看護局の概要と新病院情報システムの
持つ新機能の有用性と
その評価について聞いた。

病院情報システム更新の責任者として
当該チーム運営の要の
役割を果たした副院長の杉浦 勇氏に、
病院情報システム更新の経緯と
その評価について聞いた。

豊橋市民病院
看護局 局長

間瀬有奈氏に聞く

豊橋市民病院
副院長

杉浦 勇氏に聞く
ませ・ありな すぎうら・いさむ

ベンダや医療情報課と密に協力して要望に沿ったシステムを構築
指示書オーダ機能の実装など看護業務支援の効率化を実現する

ITコンサルティングによるスケジュール管理でスムーズな更新を実現
臨床・研究・経営へのデータの２次利用も積極的に推進していく

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

「
指
示
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
の
改
良
は
懸
案
事
項

で
し
た
が
、『H

A
PPY

 A
CT

IS

』
に
は
指
示
簿

機
能
が
実
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
機
能

を
活
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
か
ら
の
評
価
も
高
く
、
診
療
支
援
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

そ
の
他
、
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
評
価
が
高
い

機
能
に
、
バ
イ
タ
ル
測
定
器
か
ら
の
デ
ー
タ
取
り

込
み
機
能
が
挙
げ
ら
れ
る
と
原
瀬
氏
は
話
す
。

「
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
、
電
子
体
温
計
、

電
子
血
圧
計
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
か
ら
、

自
動
で
測
定
結
果
を
電
子
カ
ル
テ
上
の
看
護
実
施

画
面
に
転
記
で
き
る
の
で
、
業
務
効
率
が
上
が
る

だ
け
で
な
く
、
医
療
安
全
に
も
貢
献
し
て
い
る
と

看
護
師
た
ち
か
ら
の
評
価
が
高
い
で
す
ね
。現
在
、

血
糖
測
定
器
か
ら
の
デ
ー
タ
転
送
機
能
も
開
発
中

で
、
ま
も
な
く
完
成
す
る
見
込
み
で
す
」

　

第
１
期
シ
ス
テ
ム
の
頃
か
ら
標
準
化
に
積
極
的

だ
っ
た
豊
橋
市
民
病
院
で
は
、
第
２
期
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
よ
り
広
範
囲
に
標
準
化
へ
の
対
応
を
実

現
し
た
と
原
瀬
氏
は
語
る
。

「
標
準
化
は
、
ベ
ン
ダ
に
も
積
極
的
に
協
力
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ま
ず
、画
像
情
報
に
関
し
て
は
、

Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
以
外
の
眼
底
カ
メ
ラ
や
膀
胱
鏡
の
画

像
を
汎
用
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
変
換
し
、
内
視
鏡
や
超
音
波
の
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
画

像
も
含
め
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
サ
ー
バ
に
集
約
し
て
保
存

し
て
お
り
、
結
果
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
ビ
ュ
ー
ワ
上
で
全

て
の
画
像
デ
ー
タ
を
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
や
シ
ス
テ
ム
障
害
の
際
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

　

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
診
療
支
援
機

能
を
豊
橋
市
民
病
院
で
は
独
自
開
発
し
て
い
る
。

　

外
来
で
は
、
患
者
の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
、
電
子
カ
ル
テ
の
案
内
患
者
一
覧
を
連

動
さ
せ
、
診
察
順
が
近
づ
い
た
際
に
メ
ー
ル
で
案

内
を
送
信
す
る
「
携
帯
表
示
通
知
シ
ス
テ
ム
」
が

患
者
・
家
族
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
い
う
。

加
え
て
、
診
療
当
日
の
患
者
の
診
療
に
関
す
る
進

捗
情
報
も
案
内
表
示
一
覧
で
表
示
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
患
者
は
安
心
し
て
待
合
を
離
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

ま
た
、
救
急
部
門
で
は
、
外
国
人
の
患
者
に
対

応
す
る
た
め
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た

多
言
語
問
診
機
能
や
診
療
の
必
要
度
を
示
す
ト
リ

ア
ー
ジ
機
能
な
ど
を
実
装
し
、
電
子
カ
ル
テ
画
面

上
で
簡
単
に
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

２
０
１
０
年
の
第
１
期
シ
ス
テ
ム
時
か
ら
Ｄ
Ｗ

だ
け
で
な
く
、
手
術
記
録
や
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
／
Ｉ
Ｃ
Ｕ

情
報
、リ
ハ
ビ
リ
情
報
、透
析
情
報
、検
査
レ
ポ
ー

ト
等
、
各
部
門
シ
ス
テ
ム
の
文
書
コ
ン
テ
ン
ツ
も

含
め
て
、
Ｓ
Ｓ-

Ｍ
Ｉ
Ｘ
２
に
対
応
し
た
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
保
存
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
部
門
シ
ス
テ
ム
の
多
く
は
直
接
Ｓ
Ｓ-

Ｍ
Ｉ
Ｘ
２
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
同
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
一
旦

Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
文
書
系
コ
ン
テ
ン
ツ
を
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
で
Ｓ
Ｓ-

Ｍ
Ｉ
Ｘ
２
変
換
し
、
Ｓ

Ｓ-

Ｍ
Ｉ
Ｘ
２
サ
ー
バ
の
拡
張
ス
ト
レ
ー
ジ
に
保

存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
を
採
れ
ば
、
接
続
料

等
の
コ
ス
ト
負
担
を
抑
え
な
が
ら
、
各
部
門
シ
ス

テ
ム
上
の
診
療
デ
ー
タ
を
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

内
に
保
存
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

当
院
で
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム

ズ
製
の
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
『H

A
PPY

 netty

』

を
採
用
し
、
独
自
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

『A
otake-net

』
を
東
三
河
医
療
圏
で
展
開
し
て

い
ま
す
が
、
連
携
医
療
機
関
で
は
当
院
に
紹
介
し

た
患
者
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
診
療
デ
ー
タ
を
閲
覧

可
能
で
す
。
従
来
は
困
難
だ
っ
た
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

情
報
等
も
参
照
で
き
る
の
で
、
緊
急
出
産
等
で
搬

送
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
様
子
を
開
業
医
の
産
科
の

先
生
が
確
認
す
る
こ
と
な
ど
も
で
き
、
地
域
の
先

生
方
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
」

Ｈ
の
活
用
に
積
極
的
だ
っ
た
豊
橋
市
民
病
院
で

は
、
前
述
の
と
お
り
、
２
０
１
９
年
４
月
、
新
た

に
経
営
企
画
室
を
設
置
し
て
い
る
。
原
瀬
氏
も
医

療
情
報
課
と
新
設
の
経
営
企
画
室
を
兼
務
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

「
当
院
で
は
、
Ｄ
Ｗ
Ｈ
が
病
院
運
営
に
と
っ
て
無

く
て
は
な
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い

ま
す
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
学
会
発
表
の
た
め

の
デ
ー
タ
抽
出
や
専
門
医
認
定
の
た
め
の
登
録
用

の
症
例
抽
出
以
外
に
、
病
棟
稼
働
率
や
平
均
在
院

日
数
な
ど
病
院
経
営
に
重
要
と
な
る
指
標
の
表
示

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
Ｄ
Ｗ
Ｈ
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

最
近
は
、
学
術
的
な
デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、
よ

り
経
営
的
な
デ
ー
タ
を
抽
出
、
分
析
す
る
こ
と
も

多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
経
営
的
な

分
析
を
多
角
的
に
行
う
た
め
の
組
織
が
経
営
企
画

室
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
シ
ス

テ
ム
を
用
い
て
整
理
さ
れ
た
診
療
デ
ー
タ
を
格

納
・
運
用
す
る
部
署
が
医
療
情
報
課
で
あ
り
、
そ

の
関
係
性
は
、
病
院
の
成
長
の
た
め
に
大
変
重
要

で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
」

地
域
連
携
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
標
準
デ
ー
タ
を
活
用

標
準
化
へ
の
取
り
組
み

パッ
ケ
ー
ジ
内
で
可
能
な
機
能
開
発
を
実
施

多
彩
な
診
療
支
援
機
能
を
搭
載

経
営
企
画
室
を
設
置
、
経
営
支
援
強
化
目
指
す

Ｄ
Ｗ
Ｈ
の
活
用
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